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　今年も町の保護蝶オオゴマダラが飛

び交う時期を向えた。昨年は例年に比

べ少ないという声が多かったが、今年
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講師の奥住さん（左）と大道さん（右）

　

産
業
と
文
化
と
健
康
福
祉
の
祭
典「
第
９
回
し
ま
興
し
祭
り
」が
６
月
30
日
、

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
千
人
を
超
え
る
町
民
で
賑
わ
っ
た
。

　

式
典
で
は
商
工
部
門
と
社
会
福
祉
部
門
な
ど
各
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
個

人
14
人
・
４
団
体
の
表
彰
と
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
奥
住
英
二
さ
ん
の
「
離
島
に
住
む
幸
せ
」、
大
道
敦
さ
ん
の
「
地
域

資
源
の
重
要
性
と
産
業
化
と
の
関
連
性
」
と
い
う
題
目
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　

各
会
場
で
は
各
種
団
体
に
よ
る
舞
台
発
表
や
展
示
、
各
種
売
店
な
ど
多
彩

な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
、
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
が
詰
め
か
け
た
。

第
９
回
し
ま
興
し
祭
り

第
９
回
し
ま
興
し
祭
り

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
離
島
が

生
き
残
る
道
を
分
か
り
や
す
く
講
演

し
た
。

感
謝
状
贈
呈

　

加
藤
末
昭
（
千
葉
県
在
住
）

表
彰
者

【
地
方
自
治
部
門
】

　

 

元
山
嘉
一（
川
嶺
）、上
山
満
則（
小

野
津
）

【
社
会
福
祉
部
門
】

　

 

開
典
子
（
坂
嶺
）、今
井
次
子
（
荒

木
）、
上
島
辰
代
（
早
町
）、
上
間

イ
ツ
子
（
手
久
津
久
）、
奥
智
惠
子

（
坂
嶺
）、
廣
司
靖
子
（
上
嘉
鉄
）

【
教
育
部
門
】

　

政
井
平
進
（
阿
伝
）

【
産
業
部
門
】

　

 

植
村
滿（
中
里
）、益
田
幸（
荒
木
）、

体
岡
徳
章
（
坂
嶺
）、
喜
界
町
和

牛
改
良
組
合
、
島
中
集
落
、
大
朝

戸
集
落
、
西
目
集
落
、
郡
山
キ
ヌ

ヨ（
志
戸
桶
）西
山
モ
ト（
志
戸
桶
）

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

奥
住
さ
ん
は
、
幸
福
度
を
様
々
な

視
点
か
ら
比
較
し
、
幸
せ
と
は
ど
う
い

う
も
の
か
を
例
示
。「
し
ま
興
し
は
土

地
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
文
化
を
守
る

こ
と
。
そ
の
た
め
に
歴
史
を
学
び
、
島

の
未
来
を
見
据
え
る
。
離
島
は
不
便
な

こ
と
ば
か
り
で
な
く
、
離
島
に
住
む
幸

せ
も
あ
る
の
で
は
」
と
語
っ
た
。

　

沖
縄
久
米
島
生
ま
れ
の
大
道
さ
ん

は
、
民
間
的
観
点
か
ら
外
貨
を
獲
得

しま興し祭りスナップ集しま興し祭りスナップ集

たくさんとれたよー!!たくさんとれたよー!! ロビーに展示された各種団体の作品ロビーに展示された各種団体の作品 体脂肪測定などの健康チェック体脂肪測定などの健康チェック

微笑ましい園児達のダンス微笑ましい園児達のダンス姉妹都市 菱刈町も出店姉妹都市 菱刈町も出店 今年も好評、漁協の即売会今年も好評、漁協の即売会

会場に咲いた華会場に咲いた華 会場一体となったフラダンス会場一体となったフラダンス勇壮な喜界島太鼓の響き勇壮な喜界島太鼓の響き
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シマの話題 Topics in KIKAIJIMA

喜界島の PRをする生徒京都駅前でハイチーズ！

生徒らの合唱も披露された

　

喜
界
高
校

（
藤
﨑
健
一

郎
校
長
）
の

２
年
生
は
６

月
、
京
都
や

大
阪
な
ど
を

巡
る
修
学
旅

行
が
あ
っ
た
。

　

生
徒
ら
は
、

「
は
っ
ぴ
伝
達
式
」で
受
け
取
っ
た

の
ぼ
り
１
本
・
は
っ
ぴ
24
枚（
喜
界
町

商
工
会
・
喜
界
島
観
光
物
産
協
会
提

供
）、「
き
か
い
じ
ま
」パ
ン
フ
レ
ッ
ト

６
０
０
部（
役
場
企
画
課
提
供
）を

持
っ
て
、京
都
駅
周
辺
に
お
い
て
通

行
人
に
喜
界
島
を
P
R
し
た
。

　

修
学
旅
行
を
終
え
て
小
田
杏
里

さ
ん
は
「
最
初
は
緊
張
と
不
安
も

あ
り
、
通
行
人
に
素
通
り
さ
れ
た

こ
と
も
あ
っ
た
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ

京
都
駅
で
喜
界
島
を
Ｐ
Ｒ

　

〜
喜
界
高
校
修
学
旅
行
〜

ト
を
快
く
受
け
取
っ
て
く
れ
た
り
、

「
い
い
島
だ
ね
」「
喜
界
島
知
っ
て

る
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い

て
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」
と
語
っ

た
。

　

喜
界
高
校
吹
奏
楽
部
（
西
村
礼

子
顧
問
）
は
６
月
３
日
、
自
然
休

養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
４

回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
た
。

　

榎
田
教
頭
は
「
毎
日
練
習
し
て
い

る
個
々
の
楽
器
の
音
が
絆
で
結
ば
れ

一
つ
の
曲
と
な
る
。
こ
の
演
奏
会
が

で
き
る
の
も
喜
界
高
校
を
支
え
て
く

れ
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
」
と

挨
拶
し
た
。

　

演
奏
会
は
、
吹
奏
楽
の
た
め
に

作
曲
さ
れ
た
「
パ
ー
テ
ル
・
ノ
ス
テ

ル
Ⅱ
」（
八
木
澤
教
司
楽
曲
）
を
皮

切
り
に
、
12
曲
を
演
奏
し
た
。
楽
曲

「
テ
キ
ー
ラ
」
で
は
、
曲
の
途
中
に

高
校
男
子
生
徒
ら
が
掛
け
声
を
か

け
、
盛
り
あ
が
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

　

演
奏
会
終
了
後
、
小
林
佳
奈
子

部
長
は
「
今
回
の
演
奏
会
を
通
し

て
、
島
の
人
達
に
応
援
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
っ
と
上
手
に
な
り
、
喜
界

島
に
音
楽
を
広
め
て
い
き
た
い
。
次

の
県
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
難
し
い
課
題

だ
け
ど
、
全
力
を
出
し
切
っ
て
頑
張

り
た
い
」
と
意
欲
を
語
っ
た
。
コ
ン

ク
ー
ル
に
つ
い
て
西
村
顧
問
は
「
ま

だ
ま
だ
未
熟
な
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

（
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
）
全
力
を

尽
く
し
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

喜
高
吹
奏
楽
部
は
、
今
年
１
年

生
５
人
を
迎
え
、
14
人
で
活
動
。

　

昨
年
は
第
56
回
鹿
児
島
県
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
金
賞
を
受

賞
し
、
南
九
州
大
会
に
出
場
し
た
。

　

喜
界
中
学
校
（
作
井
望
校
長
）
の

各
競
技
部
は
６
月
、
奄
美
群
島
各
会

場
で
開
催
さ
れ
た
中
体
連
奄
美
地
区

大
会
に
参
加
し
た
。

　

こ
れ
は
学
校
再
編
後
初
め
て
臨
む

大
会
。
各
競
技
部
と
も
各
会
場
で
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
一
進
一
退
の

攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

陸
上
競
技
は
名
瀬
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
で
開
催
さ
れ
、
多
く
の
生
徒

が
入
賞
し
た
。
男
子
は
団
体
で
総
合

優
勝
を
果
た
し
た
。
県
大
会
出
場
の

切
符
を
手
に
し
た
選
手
は
以
下
の
通

り
。

〈
陸
上
競
技
男
子
〉

３
年
１
０
０
㍍
・
共
通
２
０
０
㍍
＝

岩
崎
大
雅
（
２
位
12
秒
５
・
３
位
25
秒

０
）、共
通
４
０
０
㍍
＝
黒
田
祥
平
（
５

位
57
秒
９
）、
共
通
８
０
０
㍍
・
３
年

１
５
０
０
㍍
＝
萩
原
望
夢
（
１
位
２

分
11
秒
８
・
３
位
４
分
31
秒
５
）、
共

通
１
１
０
㍍
H
＝
平
哲
郎
（
３
位

20
秒
０
）、
低
学
年
１
０
０
㍍
H
＝

大
山
魁
斗
（
４
位
20
秒
８
）、
２
年

１
５
０
０
㍍
・
共
通
三
段
跳
＝
岩
川

将
武
（
１
位
４
分
48
秒
６
・
３
位
10
㍍

56
）、
共
通
三
段
跳
＝
岩
元
凌
（
４
位

10
㍍
08
）、
共
通
砲
丸
投
＝
藤
原
龍
太

郎
（
１
位
11
㍍
03
）、
低
学
年
４
０
０

㍍
リ
レ
ー
＝
玉
利
・
大
山
・
吉
崎
・

岩
越
（
３
位
54
秒
８
）

〈
陸
上
競
技
女
子
〉

１
年
１
０
０
㍍
・
低
学
年
80
㍍
Ｈ
＝ 

寺
田
は
る
な
（
２
位
15
秒
０
・
３
位
16

秒
７
）、３
年
１
０
０
㍍
＝
登
海
月
（
２

位
14
秒
９
）、
共
通
１
０
０
㍍
Ｈ
＝
東

園
萌
里
（
２
位
19
秒
５
）、
共
通
走
高

跳
＝
深
水
奈
津
穂
（
３
位
１
㍍
32
）、

共
通
砲
丸
投
＝
上
園
田
千
秋
（
２
位

９
㍍
77
）、
共
通
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
＝

登
・
梶
原
・
森
・
東
園
（
２
位
57
秒

０
）、
低
学
年
４
０
０
㍍
リ
レ
ー
＝
三

幸
・
寺
田
・
中
島
・
界
（
４
位
57
秒
６
）

　

町
は
こ
の
ほ
ど
、
国
の
地
域
活
性

化
交
付
金
事
業
に
よ
り
、
掩
体
壕
周

辺
整
備
を
行
っ
た
。

　

掩
体
壕
と
は
、
戦
闘
機
を
敵
の
攻

撃
か
ら
守
る
た
め
の
格
納
庫
で
、
太

平
洋
戦
争
末
期
に
全
国
に
作
ら
れ

た
。
少
な
い
資
材
で
大
き
な
強
度
が

得
ら
れ
る
か
ま
ぼ
こ
型
を
し
て
お
り
、

内
部
に
戦
闘
機
を
収
納
す
る
。
掩
体

壕
は
戦
時
中
に
1
，
0
0
0
基
以
上

作
ら
れ
た
と
も
言
わ
れ
、
そ
の
頑
丈

さ
の
た
め
、
現
在
も
国
内
で
1
0
0

基
程
度
残
存
し

て
い
る
。

　

以
前
は
、
町

で
も
何
基
か
確

認
さ
れ
て
い
た

ら
し
い
が
、
現

在
は
今
回
整
備

さ
れ
た
掩
体
壕

の
み
。

日
頃
の
成
果
を
発
表

    

〜
第
４
回
定
期
演
奏
会
〜

 

中
体
連
奄
美
地
区
大
会

 

〜
喜
界
中
男
子
陸
上
団
体
優
勝
〜

 

〜
戦
時
中
の
史
跡
・
掩
体
壕

　
　
　
　
　

周
辺
整
備
完
了
〜
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シマの話題 Topics in KIKAIJIMA

羽を傷めたと思われる
アカショウビン

優勝した浦原チーム

今年も多くのチームが参加 後ろに逃さずキャッチ ! !

ナイスキャッチ 攻守で活躍、浦原集落叶投手

はさまれたー ! !

女性も大活躍 ! !

司法書士による法律相談会（無料）のご案内

　「喜界町商工会」主催により、喜界町において、司
法書士による「法律相談会」（無料）を下記のとおり
開催いたします。事前に予約なされると、優先的に
ご相談頂けます。

　たとえば・・・
　　○相続や遺言、不動産の名義変更について・・・
　　○サラ金からの請求に困っている。
　　○会社を作りたい。役員を変更したい・・・など
　　　お悩みのある方は、お気軽にご相談ください。

【日時】７月14日（土）午後１時30分～午後５時
　　　　７月15日（日）午前９時～午前12時
【場所】役場コミュニティーセンター

※本相談会での直接受託は原則行いません。
正式な依頼に至った段階で、費用が発生致します。

予約・問合せ先 喜界町商工会　電話0997-65-0169
主　　　　　催 喜界町商工会

　

６
月
22
日
朝
、 

加
島
稔
允
さ
ん
（
志

戸
桶
）
の
自
宅
庭
先
で
、
怪
我
を
し
た

と
思
わ
れ
る
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
が
発
見

さ
れ
た
。

　

加
島
さ
ん
の
庭
は
児
童
の
通
学
路
の

抜
け
道
と
な
っ
て
お
り
、
毎
日
児
童
が

庭
を
横
切
る
。
そ
の
日
も
い
つ
も
の
よ
う

に
児
童
が
敷
地
内
に
入
る
と
、
芝
の
上

に
飛
べ
な
く
な
っ
て
い
た
鳥
を
発
見
。
そ

れ
に
気
づ
い
た
子
供
達
は
「
か
わ
い
そ

う
だ
か
ら
助
け
て
あ
げ
て
」
と
加
島
さ

ん
に
お
願
い
し
た
と
い
う
。

　

鳥
に
詳
し
い
加
島
さ
ん
の
友
人
に
よ

る
と
、
幼
鳥
は
市
販
の
え
さ
を
食
べ
る

が
、親
鳥
は
警
戒
し
、難
し
い
と
の
こ
と
。

　

加
島
さ
ん
は
「
左
の
羽
を
怪
我
し
て

い
る
。
え
さ
を
食
べ
て
く
れ
る
か
分
か

ら
な
い
が
、
治
る
ま
で
面
倒
を
み
た
い
」

と
語
っ
た
。

　

ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
は
カ
ワ
セ
ミ
の
仲

間
。
梅
雨
時
期
の
渡
り
鳥
。
体
全
体
が

赤
い
こ
と
か
ら
、火
の
鳥
の
異
名
を
持
つ
。

　

時
折
鳴
き
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る

が
、
姿
を
写
真
に
収
め
る
事
は
難
し
い
。

〜
ア
カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン

　
　
　
　
　

庭
先
で
保
護
〜

　

第
28
回
壮
年
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
喜
界
町
・
区
長
会

（
愛
島
盛
蔵
会
長
）
主
催
）
が
６

月
24
日
、
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
た
。
各
集
落
か
ら
27
チ
ー
ム
の

参
加
が
あ
り
、
各
コ
ー
ト
で
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
は
、
予
選
会

か
ら
勝
ち
上
が
っ
た
８
チ
ー
ム
（
小

野
津
Ａ
・
坂
嶺
Ａ
・
中
里
・
羽
里
・

荒
木
Ｂ
・
上
東
Ａ
・
池
治
・
浦
原
）

で
行
わ
れ
た
。

　

決
勝
は
小
野
津
Ａ
と
浦
原
の
対

戦
と
な
り
、
４
―
１
と
好
機
を
逃

さ
な
か
っ
た
浦
原
に
軍
配
が
上
が
っ

た
。
勝
利
し
た
浦
原
チ
ー
ム
長
谷

川
克
己
監
督
は
、「
50
・
60
代
の
鉄

壁
の
守
り
と
、
急
遽き

ょ

登
板
し
た
叶

俊
仁
投
手
の
好
投
に
よ
り
優
勝
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
語
っ
た
。

〜
壮
年
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ

　
　
　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
〜

壮年スローピッチソフトボール大会スナップ集
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◆お手伝いしていただく主な仕事内容◆
　○交通整理
　　湾赤連商店街・スギラビーチ会場内の簡単な交通整理です。
　　弁当・飲み物等は、協賛会で準備いたします。

　　応募資格　16 歳以上の方
　　　　　　　（ただし、高校生は保護者の承諾が必要です）
　　応募方法　役場企画課でお申し込みください。
　　応募締切　平成 24 年７月20日（金）

◆連絡先◆
　喜界町夏まつり協賛会事務局（役場企画課内）
　〒891-6292　鹿児島県大島郡喜界町湾 1746 番地
　　　　　　　TEL：0997-65-1111
　　　　　　　FAX：0997-65-4316
　　　　　　　E-meil：kikaku-2@town.kikai.lg.jp

　喜界町夏祭り協賛会では、 喜界島の夏の風物詩「 喜界

町夏祭り」 に一緒に参加していただけるボランティアス

タッフを募集します。

　蝶の飛び交う隆起珊瑚礁の島で、 協賛会メンバーと共

に祭りを造り上げる感動を体験してみませんか？

第 31 回 喜界町夏祭り

８月４日（土）
　相撲大会（町相撲場）
　歩行者天国（湾・赤連商店街）

８月５日（日）
　ミコシ・綱引き
　フネィンカー競漕
　漁船海上パレード
　八月踊り
　演芸ショー、花火大会
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有料広告

表彰される農家ら

　５・６月、立て続
けに２度の土砂災害
が発生。数日間一時
通行止めとなり、町
民の生活に支障を来
した。
　５月は阿丸～平
家森間で数カ所、土
砂で路上が埋め尽く
された。６月も９～
11日にかけて総雨量238㎜の雨に見舞われ、災害に遭った阿丸
～平家森間と伊砂～伊実久間で数カ所、土砂が路上に流れ込ん
で通行止めとなった。

防災メールが町ホームページから登録できます。

< 登録方法 >
① 喜界町ホームページ（http://www.town.kikai.lg.jp/）に
アクセス
②ページ内下部の「防災無線放送」をクリック
③ 「メールアドレスの登録・解除はこちらから」の「こちら」
をクリック
④ 「緊急」をチェックし、「登録」ボタンの左側にメールア
ドレスを入力
　＊ この際に、「全て受信」にチェックを付けると「通常」
の防災無線も受信することができます。

⑤「登録」をクリック

土砂災害続く 喜界町和牛改良組合総会開催

　喜界町和牛改良組合（寳利一郎組合長）
は６月８日、役場コミュニティーにおいて第
35回総会を開催した。
　寳組合長は「27年ぶりに競り場が建て替え
られ、昨年開催された大島地区肉用牛振興大
会では各部門で好成績を収めることができた。
これからも子牛の出生率向上のため尽力して
欲しい」と挨拶した。
　総会では各セリの高価格者の表彰も行わ
れ、対象者は以下のとおり。
米田光弘（佐手久）、森本貴士（早町）、
西久代（佐手久）、思照也（佐手久）、
三田美孝行（志戸桶）、榮和子（伊実久）、
西野増明（志戸桶）、 坂元篤雄（佐手久）、
白水生産牧場【敬称略・順不同】
　また、新組合長は思照也さんに決定した。
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焼酎漬けにした花

平成24年９月23日（日）は、
町長及び町議会議員選挙の投票日です。

（午前７時から午後６時まで）

○仕事や旅行、病気などで、当日に投票所に行けない方は、

　期日前投票ができます。

　※投票所は、従来通りの会場です。
第１投票所 喜界小学校　　　体育館
第２投票所 旧荒木小学校　　体育館
第３投票所 あゆみ幼稚園　　体育館
第４投票所 旧滝川小学校　　体育館
第５投票所 旧坂嶺小学校　　体育館
第６投票所 旧早町小学校　　体育館
第７投票所 旧阿伝小学校　　体育館
第８投票所 のぞみ幼稚園　　体育館
第９投票所 旧小野津小学校　体育館

期　日：９月19日（告示日の翌日）
　　　　　～ 22日（投票日の前日）
時　間：午前８時30分～午後８時
場　所：役場トレーニング室
　　　　（役場正面玄関より一番奥の右）

「ルールを守って明るい選挙」
喜界町選挙管理委員会　喜界町明るい選挙推進協議会

　外壁は年数が経過すると老朽化し、ひび割れや浮き上がり、腐食等が発生します。そのまま放置すると外壁の落下により思わぬ事故が発生し、社会的
責任を問われる場合があります。
　近年、奄美市内においても老朽化が原因と思われる外壁タイルの落下事故が数件発生しています。幸い、けが人は出ませんでしたが、周辺の状況や
落下の規模からして人命に関わる重大事故に繋がったおそれがあります。
　建物の所有者・管理者は、その建物について常時適法で安全な状態を維持するよう努めていただく必要がありますので、日頃から外壁を点検、診断し、
異常が認められたときは早急に補修・改修を行うようにしてください。

 おかしいなと思ったら、建築設計事務所、建築施工業者等に相談してください。
【定期報告制度について】
　多数の人々が利用する建物のうち、特定行政庁が指定する建物（昇降機などの建築設備や遊戯施設などの工作物も含みます。）の所有者・管理者は
定期に専門技術を有する資格者に調査・検査をさせ、その結果を特定行政庁に報告することが義務付けられています。

定期報告の必要な建物
報告頻度 用途 規模

建
築
物

３
年
毎

劇場、映画館、演芸場又は
観覧場(屋外観覧場を除く。)

当該用途に供する部分の床面積の合計が
300㎡を超えるもの

旅館、ホテル、病院、診療所、
老人ホーム又は児童福祉施
設等（診療所については患
者の収容施設があるものに
限る。）

地上の階数が３以上であり、かつ、当該用途
に供する部分の床面積の合計が 300㎡超える
もの（地階又は３階以上の階に当該用途に
供する床面積 100㎡を超える部分を有するも
のに限る。）

共同住宅又は寄宿舎

地上の階数が５以上であり、かつ、当該用途
に供する部分の床面積の合計が 1,500㎡を超
えるもの（５階以上の階に当該用途に供する
床面積 100㎡を超える部分を有するものに限
る。）

百貨店、マーケット、展示場、キャ
バレー、カフェー、ナイトクラブ、
バー、ダンスホール、遊技場、
公衆浴場、待合、料理店、飲
食店又は床面積が10㎡を超え
る物品販売店業を営む店舗

地上の階数が３以上であり、かつ、当該用途
に供する部分の床面積の合計が 1,000㎡を超
えるもの（地階又は３階以上の階に当該用途
に供する床面積 100㎡を超える部分を有する
ものに限る。）

建
築
設
備

毎
年
上記建築物に建築基準法の
規定により設けた建築設備

換気設備（機械換気設備（共同住宅の住戸
に設けた換気設備を除く。）及び中央管理方
式の空気調和設備に限る。）
排煙設備（排煙機を設けたものに限る。）
非常用の照明設備

昇
降
機
等

毎
年

エレベーター エレベーターについては労働安全衛生法に
規定する性能検査を受けなければならない
もの及び一戸建て個人住宅に設置されたも
のは除く。

エスカレーター
遊戯施設

《定期報告における外壁調査について》
　手の届く範囲を打診、その他を目視で調査し、異常があれば全面打診等により
調査し、加えて外壁の仕上げ等によっては、竣工、外壁改修等から10年を経て
から最初の調査の際に全面打診等による調査が必要になります。
　内容についてのお問い合わせは、鹿児島県大島支庁建設部建設課建築係
　TEL0997-57-7344にご連絡ください。

　ペンション「南風」の前
に咲き誇る月下美人。開花
した花を数えると、なんと
17輪。一つの鉢からこれ
ほど多く咲かせるのはめず
らしいとのこと。
　約 5年前に焼酎漬けし
た月下美人の花もあるらし
く、拝観させていただいた。
　花は純白の美しい色を
保ったまま、焼酎の中で咲いていた。

　月下美人はサボテン科の着生
植物。中南米が原産。下部の
茎は木質、上部の茎は葉状でよ
く分枝し、高さ3メートルにまで
達する。夏の夜、長さ30セン
チメートルほどの白色漏

ろう と

斗状の
花が咲く。花は芳香を放ち、数
時間でしぼむ。

建物の外壁は安全ですか

～月下美人～今月の花

《目で見て確認してください》
　モルタルのひび割れ、ふくれはありませんか？
　タイルの割れや浮き上がりはありませんか？
　腐食しているところはありませんか？

《手の届く範囲を固いもので軽く叩いてください》
　軽い音がしたら浮いているおそれがあります。
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す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

夏
休
み
に
予
防
接
種
を

済
ま
せ
ま
し
ょ
う
！

　

毎
年
、
年
度
末
に
な
る
と
冬
場
で

体
調
を
崩
し
た
り
し
て
期
限
内
に
受

け
ら
れ
な
い
お
子
さ
ん
も
で
て
き
ま
す

の
で
、
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
機
関
で
の
個
別
接
種
も
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
、
通
知
文
書
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
か
ら
新
た
な
ワ
ク
チ

ン
開
発
に
よ
り
、
接
種
の
お
勧
め
を

徐
々
に
再
開
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

１
期
の
標
準
的
年
齢
に
加
え
、
小
学

２
年
・
３
年
の
お
子
さ
ん
に
も
通
知
を

お
送
り
し
ま
す
。（
初
回
接
種
か
ら
約

１
年
の
お
子
さ
ん
へ
は
追
加
接
種
の
通

知
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。）

　

平
成
17
年
か
ら
21
年
ま
で
の
差
し

控
え
の
影
響
（
平
成
７
年
６
月
１
日

〜
平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
で

接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

20
歳
未
満
ま
で
定
期
予
防
接
種
が
可

能
と
な
り
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
量
を
踏

ま
え
つ
つ
、
順
次
、
ご
案
内
す
る
よ
う

国
で
検
討
中
で
す
。ご
希
望
が
あ
れ
ば
、

現
時
点
で
の
接
種
も
可
能
で
す
の
で
、

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

今
年
5
月
6
日
〜
11
日
に
肺
が
ん

検
診
を
受
け
ら
れ
た
方
で
、

①　

精
密
検
査
が
必
要
な
方

② 　

何
ら
か
の
所
見
（
肺
炎
の
治
っ
た

あ
と
な
ど
）
は
認
め
ら
れ
る
が
精
密

検
査
は
必
要
の
な
い
方

③ 　

喀
痰
検
査
を
受
け
ら
れ
た
方
へ
の

結
果
通
知
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

何
も
通
知
が
届
い
て
い
な
い
方
は
、

今
回
の
健
診
で
は
「
異
常
な
し
」
と

い
う
結
果
で
し
た
。
ま
た
65
歳
以
上

の
方
で
肺
が
ん
検
診
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
方
は
9
月
の
結
核
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
!!

　

検
診
は
毎
年
受
け
て
こ
そ
、
早
期
発

見
に
つ
な
が
り
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
来

年
も
肺
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
も
厚
生
連
健
診
の
季
節
が

や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

お
申
し
込
み
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！
も
し
「
申
し
込
み
を
忘
れ
て

い
た
!!
」
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
ま
だ
大
丈
夫
で
す
。
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

１
年
の
中
で
も
、
梅
雨
明
け
し
て

一
気
に
暑
く
な
る
時
期
は
、
熱
中
症

に
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
体

温
調
節
機
能
が
低
下
し
て
い
る
ご

高
齢
の
方
、
そ
の
機
能
が
未
熟
な
小

さ
な
お
子
さ
ん
は
、
熱
中
症
に
な
り

や
す
く
重
症
化
し
や
す
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
熱
中
症
が
起

き
る
の
は
、
屋
外
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
特
に
ご
高
齢
の
方
の
熱
中
症
は

そ
の
多
く
が
自
宅
内
で
発
生
し
て

い
ま
す
。
次
に
あ
げ
る
ポ
イ
ン
ト
に

留
意
し
て
夏
を
元
気
に
乗
り
切
り

ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

★
室
内
の
温
度
と
湿
度
は
気
温

28
℃
、
湿
度
70
％
を
目
安
に
調
節
し

ま
し
ょ
う
。（
エ
ア
コ
ン
や
扇
風
機

を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
）

★
水
分
を
こ
ま
め
に
と
り
ま
し
ょ

う
。「
の
ど
が
渇
い
た
な
」
と
感
じ

た
と
き
は
す
で
に
体
内
の
水
分
は

不
足
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
は
糖
分
や
塩
分
の
と
り
す
ぎ

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
屋

外
労
働
な
ど
以
外
は
、
水
や
麦
茶
な

ど
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

※
ア
ル
コ
ー
ル
は
水
分
補
給
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

７
月
23
日
（
月
）
〜
８
月
２
日

（
木
）
は
「
肝
臓
週
間
」
で
す
。
日

本
で
は
、
Ｂ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
や
Ｃ

型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
感
染
に
起
因
す

る
肝
炎
患
者
が
肝
炎
に
罹
患
し
た

者
の
多
く
を
占
め
て
お
り
、
Ｂ
型
肝

炎
、
Ｃ
型
へ
の
対
策
が
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
内
各
保
健
所

で
は
肝
臓
週
間
期
間
中
に
平
日
夜

間
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

名
瀬
保
健
所
で
は
７
月
30
日

（
月
）
17
時
〜
19
時
に
実
施
し
て
い

ま
す
（
事
前
に
予
約
が
必
要
）
他
保

健
所
の
日
程
な
ど
詳
し
く
は
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
は

特
定
健
診
と
併
せ
て
受
け
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
一
回
は
ご
自
身

の
感
染
の
有
無
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

高
校
３
年
生
…
Ｍ
Ｒ
Ⅳ
期

中
学
１
年
生
…
Ｍ
Ｒ
Ⅲ
期

小
学
６
年
生
…
２
種
混
合

幼
稚
園
年
長
組
相
当
…
Ｍ
Ｒ
Ⅱ
期

肺
が
ん
検
診
の
結
果

　
　
　

通
知
に
つ
い
て

平
成
24
年
度
厚
生
連

　

健
診
の
実
施
に
つ
い
て

★厚生連健診の日程
7月26日（木）～31日（火）
受付時間午前７時～９時

★受けられる健（検）診
特定健診・胃がん検診（バリウム）・前立腺がん検診（採血）
大腸がん検診（便潜血検査）・腹部超音波検診・骨粗鬆症検診

熱
中
症
に
気
を
つ
け
て
夏

を
元
気
に
乗
り
切
ろ
う 

！ ！

平
日
夜
間
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス

　

検
査
の
実
施
に
つ
い
て

記
事
の
訂
正

6
月
号
の
3
歳
児
健
診
で
む
し
歯

が
な
か
っ
た
お
子
さ
ん
の
お
名
前

を
間
違
え
て
掲
載
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

誤
：
向
井　

恵
賀
く
ん

正
：
向
井　

優
賀
く
ん

夏
休
み
集
団
予
防
接
種
日
程

８
月
２
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
３
時

８
月
16
日
（
木
）
午
後
２
時
45
分

〜
４
時

場
所
：
旧
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

要
予
約
（
℡
65
―
３
５
２
２
）
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

埋蔵文化財担当者から説明を受ける
保存・活用検討委員会委員のメンバー

交流会には約６０名の
関係者が集まり、

活発な発表がなされました。

テーピングに挑戦する受講生ら

勝利したきかい 100 ナイン

会場一体となり踊る園生と参加者ら

シマの話題 Topics in KIKAIJIMA
　

き
か
い
１
０
０
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
梶
原
貴
史
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

は
６
月
16
日
、
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
研
修

会
を
開
催
し
た
。

　

参
加
者
は
、
消
防
職
員
に
よ
る
救

命
蘇
生
訓
練
「
心
肺
蘇
生
法
」・「
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
」
や
、
病
院
職
員

に
よ
る
障
害
予
防
・
対
策
訓
練
「
ア

イ
シ
ン
グ（
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）処
置
」・「
テ
ー

ピ
ン
グ
」
を
学
ん
だ
。

　

第
39
回
大
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
競
技
別
交
歓
大
会
喜
界
町
予
選
会

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
）
が
５
月
27

日
、
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ

た
。

応
急
処
置
の
技
術
を
学
ぶ

〜
き
か
い
１
０
０

　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
〜

〜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

　
　
　

郡
体
出
場
団
体
決
定
〜 

　

き
か
い
１
０
０
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
志
戸
桶
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
争
わ

れ
、
死
闘
の
結
果
13
―
10
で
き
か
い

１
０
０
が
代
表
の
座
を
射
止
め
た
。

　

大
島
地
区
大
会
は
７
月
28
日（
土
）

徳
之
島
町
で
開
催
さ
れ
る
。

　

社
会
福
祉
法
人
緑
喜
会
は
ま
ゆ

り
学
園
（
實
田
照
野
園
長
）
の
第
24

回
お
も
し
ろ
お
か
し
小
さ
な
大
運
動

会
が
６
月
３
日
、
同
園
広
場
で
開
催

さ
れ
た
。
中
山
続
理
事
長
は
「
入
所

施
設
と
な
り
10
周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
も
各
関
係
者
・
地

域
の
方
々
の
理
解
と
協
力
の
賜
物
。

運
動
会
は
健
全
な
る
育
成
と
社
会
自

立
心
の
向
上
発
展
を
目
的
と
し
て
い

る
。
今
日
は
持
っ
て
い
る
力
を
十
分
に

発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
し
た
。

　

町
内
の
小
中
学
生
・
高
校
生
や
地

域
住
民
も

参
加
し
、利

用
者
と
徒

競
走
や
綱

引
き
、鈴
割

り
な
ど
を

楽
し
ん
だ
。

　

競
技
を

終
え
て
、利

用
者
の
上
地
朋
子
さ
ん
は「
障
害
物

競
走
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
。来
年
も
続

け
て
欲
し
い
」と
感
想
を
述
べ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し
た 

榮
優

真
さ
ん
（
喜
界
中
３
年
）
は
「
初
め

て
参
加
し
た
け
ど
、競
争
が
目
的
じ
ゃ

な
く
楽
し
く
競
技
し
て
い
る
。
み
な

さ
ん
と
仲
良
く
な
れ
て
良
か
っ
た
」
と

語
っ
た
。 

　

は
ま
ゆ
り
学
園
は
昭
和
50
年
、「
手

を
つ
な
ぐ
親
の
会
」
と
し
て
発
足
。
そ

の
後
、
平
成
元
年
に
現
在
の
名
称
と

な
る
。平
成
４
年
社
会
福
祉
法
人
化
。

平
成
14
年
移
転
、
入
所
者
受
入
を
開

始
す
る
。

第
１
回
喜
界
町
城
久
遺
跡
群
保
存
・

活
用
検
討
委
員
会

　

教
育
委
員
会
で
は
、
発
掘
調
査
終

了
後
の
城
久
遺
跡
群
の
保
存
・
活
用
に

つ
い
て
の
施
策
を
立
案
し
、
も
って
、
文

化
行
政
の
推
進
及
び
向
上
に
資
す
る

た
め
、
城
久
遺
跡
群
保
存
・
活
用
検

討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

委
員
に
は
、
町
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
の
外
内
淳
氏
と
町
郷
土
研
究

会
委
員
の
吉
田
忠
弘
氏
、
行
政
関
係

か
ら
は
財
政
担
当
者
（
総
務
課
）
及

び
観
光
担
当
者
（
企
画
課
）
並
び
に

主
管
課
担
当
者
（
生
涯
学
習
課
３
名
）

の
計
７
名
を
委
員
に
委
嘱
し
、
第
１
回

の
検
討
委
員
会
を
６
月
13
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
と
な
っ
た
今
回
は
、こ
れ

ま
で
の
経
緯
や
遺
跡
群
の
概
要
の
説
明

の
後
、
城

久
遺
跡
群

を
国
史
跡

指
定
に
向

け
て
い
る

こ
と
か
ら
、

文
部
科
学

大
臣
に
意

見
具
申
す

る
た
め
の

計
画
書
を
ま
と
め
る
よ
う
お
願
い
を
し

ま
し
た
。
今
後
、
検
討
委
員
会
は
年

５
回
開
催
す
る
予
定
で
、
年
度
内
の

計
画
書
作
成
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
「
う
る
お
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
喜
界
町
生

涯
学
習
実
践
事
項
確
認
交
流
会

　

６
月
17
日
（
日
）
に
役
場
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
で
標
記
交
流
会
を
開
催

い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
第
16
回
喜
界
町
生

涯
学
習
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
し
た

が
、
そ
こ
で
決
定
し
た
第
１
〜
６
分

科
会
の
実
践
事
項
は
着
実
に
実
践
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
会

を
開
催
し
た
そ
の
一
日
が
メ
イ
ン
で
は

な
く
、
実
践
事
項
は
こ
れ
か
ら
の
２

年
間
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。ま
た
、

隔
年
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
意

識
を
持
続
さ
せ
る
、
中
だ
る
み
を
防

ぐ
と
い
う
こ
と
も
こ
の
交
流
会
の
目
的

で
あ
り
ま
す
。

　

交
流
会
に
は
、
各
団
体
長
や
行
政

関
係
者
が
集
ま
り
、
実
践
事
項
に
対

す
る
推
進
状
況
や
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
交
流
会
で
出
さ
れ
た
推
進

策
等
は
、
８
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

入
所
者
受
入
10
周
年

〜
は
ま
ゆ
り
学
園
の
運
動
会
〜

中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
に
向
け
て

着
実
な
実
践
を
通
し
て
、
う
る

お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
!
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教
育
委
員
会
の
と
び
ら

子
ど
も
た
ち
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に

　

喜
界
町
教
育
委
員
会
は
、
６
月
８
日
に
学
力

向
上
委
員
会
、
６
月
12
日
に
学
力
向
上
推
進
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

喜
界
町
の
教
育
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
は
学

力
向
上
で
す
。
こ
こ
一
、二
年
、
県
の
基
礎
・

基
本
定
着
度
調
査
結
果
等
に
お
い
て
も
学
力
の

低
下
が
見
ら
れ
、
早
急
に
対
応
策
を
講
じ
る
必

要
が
あ
り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
、
学
校
で
も

そ
の
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
決
定
的
な

解
決
策
と
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
校
種
別
に
対
応
策
を
講
じ
て
き
て
い
た

こ
と
も
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
考
え
、
校
種
間

の
連
携
に
つ
い
て
模
索
す
る
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
学
校
再
編
に
よ
り
小
・
中
学
校

の
連
携
が
取
り
や
す
く
な
っ
た
こ
と
を
有
効
活

用
し
て
、
９
年
間
を
見
通
し
た
取
組
、
小
・
中

学
校
の
保
護
者
が
一
堂
に
会
し
て
学
力
定
着
、

学
力
向
上
に
つ
い
て
議
論
す
る
場
を
設
定
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

学
力
向
上
委
員
会
は
、
各
小
・
中
学
校
の
管

理
職
、
教
務
主
任
、
学
力
向
上
推
進
担
当
者
が

集
ま
り
、
９
年
間
を
見
通
し
た
学
力
定
着
の
礎

と
な
る
「
学
習
の
し
つ
け
」
の
共
通
実
践
事
項

に
つ
い
て
話
合
い
ま
し
た
。
話
し
合
い
の
結
果
、

次
の
８
点
に
つ
い
て
、
小
・
中
学
校
で
共
通
理

解
・
共
通
実
践
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

学
力
向
上
推
進
委
員
会
は
、
各
小
・
中
学
校

の
管
理
職
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
学
級
委
員
長
等
が

集
ま
り
、
家
庭
で
取
り
組
む
共
通
実
践
事
項
に

つ
い
て
話
合
い
ま
し
た
。
最
初
に
、
喜
界
町
の

学
力
の
現
状
、
学
力
向
上
委
員
会
の
結
果
を
踏

ま
え
た
各
学
校
の
取
組
の
現
状
に
つ
い
て
説
明

し
た
あ
と
、
小
学
校
下
学
年
（
１
・
２
・
３
年
）、

小
学
校
上
学
年
（
４
・
５
・
６
年
）、
中
学
校
全

学
年
の
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
現
在
の
家
庭

で
の
現
状
を
も
と
に
活
発
な
話
合
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
お
よ
そ
40
分
の
グ
ル
ー
プ
協
議
の
あ

と
、
次
の
点
に
つ
い
て
各
家
庭
で
実
践
し
て
い

く
こ
と
と
に
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
学
校
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
、

『
子
ど
も
と
夢
を
語
る
場
を
つ
く
る
。』
を

共
通
実
践
事
項
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
観
点
か
ら
将
来
に
つ
い
て
親
子

で
一
緒
に
考
え
、
学
力
定
着
、
学
力
向
上
に

努
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

学
校
再
編
後
の
新
し
い
環
境
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
連
携
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
喜
界
町
の
全
て
の
子
ど
も

た
ち
の
明
る
い
未
来
を
拓
く
た
め
に
、
学
校
・

家
庭
が
連
携
し
た
学
力
向
上
の
取
組
を
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

【
学
力
向
上
推
進
委
員
会
グ
ル
ー
プ
協
議
の
様

子
】

【
学
習
の
し
つ
け
】

① 　

授
業
前
に
授
業
の
準
備
が
整
っ
て
お
け

る
子
ど
も
を
育
て
る
。

② 　

チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に
授
業
を
始
め
ら
れ

る
子
ど
も
を
育
て
る
。

③ 　

話
す
人
の
方
を
向
い
て
話
を
聞
け
る
子

ど
も
を
育
て
る
。

④ 　

友
達
の
意
見
と
自
分
の
考
え
を
比
べ
な

が
ら
聞
け
る
子
ど
も
を
育
て
る
。

⑤ 　

指
名
さ
れ
た
ら
、「
は
い
」
と
返
事
を

し
て
机
・
椅
子
の
横
に
起
立
で
き
る
子
ど

も
を
育
て
る
。

⑥ 　

発
言
は
語
尾
ま
で
は
っ
き
り
と
言
え
る

子
ど
も
を
育
て
る
。

【
家
庭
学
習
】

① 　

家
庭
学
習
60
・
90
運
動
の
推
進

② 　

教
師
に
よ
る
家
庭
学
習
の
見
届
け
を
確

実
に
行
う
。

【
小
学
校
下
学
年
】

① 　

親
の
声
、
親
の
目
で
学
習
の
リ
ズ
ム
を

作
る
。（
学
習
環
境
を
整
え
る
）

② 　

睡
眠
時
間
を
確
実
に
と
る
。
就
寝
時
間

９
時
を
守
る
。

③ 　

家
庭
学
習
で
10
分
間
は
、
基
礎
・
基
本

の
時
間
を
取
る
。

【
小
学
校
上
学
年
】

① 　

食
事
の
時
は
、
テ
レ
ビ
を
消
し
て
、
子

ど
も
と
夢
を
語
る
時
間
を
作
る
。

② 　

音
読
の
時
間
は
、
テ
レ
ビ
を
消
し
て
静

か
な
環
境
で
実
施
す
る
。

③ 　

睡
眠
時
間
を
適
切
に
確
保
し
、
生
活
の

リ
ズ
ム
を
整
え
る
。

【
中
学
校
】

① 　

家
庭
学
習
の
保
護
者
の
見
届
け
を
行

う
。

② 　

子
ど
も
と
話
す
場
を
つ
く
り
、
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
推
進
に
努
め
る
。

③ 　

学
校
で
示
さ
れ
る
家
庭
学
習
の
手
引
き

を
確
実
に
実
践
さ
せ
る
。
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町 職 員 募 集
平成24年度 喜界町職員採用候補者試験を次のとおり行います。

◇試 験 名  初級（高校卒業程度）
◇試験区分 一般事務
 保健師
 消防士
◇採用人員 一般事務 若干名
 保健師 １名
 消防士 １名
◇受験資格
　一般事務
　 昭和 60年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた者で高等学校以上を卒業した者  （平成 25年
３月卒業見込みの者を含む）
　保健師
　 昭和 47年４月２日以降に生まれた者で保健師の資格を有する者、又は平成25年３月までに当該資格
を取得できる者
　消防士
　 昭和 60年４月２日から平成７年４月１日までに生まれた者で高等学校以上を卒業した者  （平成 25年
３月卒業見込みの者を含む）

◇第１次試験日時・会場
　平成24年９月16日（日）　役場コミュニティセンター
◇申し込み受付け期間
　平成24年 8月１日（水）～8月17日（金）　※土日を除く
　＊郵送の場合8月17日までの消印有効
◇問い合わせ先
　 役場総務課（65-1111） 

スマッシュを打つ山口選手

安監督（左）と山口選手（右）

シマの話題 Topics in KIKAIJIMA
　

第
41
回
鹿
児
島
県
高
等
学
校
定

時
制
・
通
信
制
課
程
自
治
連
体
育
大

会
が
６
月
10
日
、
開
陽
高
校
体
育
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
競
技
で
出
場
し
た
山
口
晃
平
さ
ん

（
17
歳
・
塩
道
）
は
初
出
場
で
見
事

優
勝
を
飾
っ
た
。

　

山
口
さ
ん
は
中
学
一
年
生
の
時
、引
っ

込
み
思
案
の
性
格
を
心
配
し
た
母
に

連
れ
ら
れ
、
同
好
会
の
練
習
に
参
加

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
を
始
め
る
。
上
達
す
る
と
夢
中
に

な
り
、
町
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
練
習

に
も
参
加
。
こ
の
頃
か
ら
メ
キ
メ
キ
と

力
を
つ
け
る
。
高
校
２
年
生
の
時
、
先

生
の
薦
め
も
あ
り
、
開
陽
高
校
通
信

制
に
編
入
す
る
。

　

今
は
Ａ
コ
ー
プ
で
週
５
日
程
度
ア

ル
バ
イ
ト
し
な
が
ら
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

働
き
な
が
ら
全
国
大
会
へ

 　

〜
定
時
・
通
信
制
高
校

　
　
　
　
　
　

県
大
会
優
勝
〜

の
練
習
と
勉
学
に
励
み
、
今
回
の
大

会
費
用
も
自
ら
が
稼
い
だ
ア
ル
バ
イ

ト
代
か
ら
捻
出
し
、
大
会
に
臨
ん
だ
。

　

予
選
は
順
調
に
勝
ち
進
み
、
決
勝

で
同
校
の
先
輩
と
対
戦
。
第
１
セ
ッ
ト

は
21
―
14
と
先
取
。
第
２
セ
ッ
ト
は

リ
ー
ド
し
て
い
た
が
追
い
つ
か
れ
、セ
ッ

テ
ィ
ン
グ
（
延
長
戦
）
に
も
つ
れ
込
ま

れ
た
。
し
か
し
気
持
ち
で
粘
っ
た
山
口

さ
ん
が
、
24
―
22
で
２
セ
ッ
ト
連
取
、

優
勝
を
決
め
た
。

　

山
口
さ
ん
は
、「
優
勝
で
き
た
の
は

監
督
と
応
援
し
て
く
れ
る
み
ん
な
の

お
か
げ
。
決
勝
は
監
督
の
助
言
を
う

ま
く
実
行
で
き
た
こ
と
が
勝
利
に
つ
な

が
っ
た
。
全
国
大
会
で
は
監
督
か
ら
言

わ
れ
た
こ
と
を
守
り
、
今
持
っ
て
い
る

力
を
十
分
に
発
揮
し
た
い
。」と
語
っ
た
。

　

安
監
督
は
「
決
勝
は
勝
負
所
で
し
っ

か
り
ポ
イ
ン
ト
が
と
れ
た
。
そ
れ
は
実

力
が
あ
る
選
手
が
で
き
る
こ
と
。
彼
の

勝
利
を
評
価
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

　

山
口
さ
ん
は
８
月
中
旬
に
神
奈
川

県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場

す
る
。

11　Kikai Public Relations 2012.7



℡
03
―
3
2
6
1
―
5
5
2
1
ま
で
。

　

お
申
込
は
、
お
住
ま
い
の
各
都
道

府
県
遺
族
会
へ
。

〈
実
施
地
域
〉

（
広
域
地
域
）

①
旧
満
州
②
旧
ソ
連
③
モ
ン
ゴ
ル
④

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
⑤
中
国
（
一
次
）

⑥
マ
リ
ア
ナ
諸
島
⑦
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
⑧
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
⑨

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
⑩
パ
ラ
オ
諸
島
⑪
ソ

ロ
モ
ン
諸
島
⑫
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
一
次
）

⑬
ミ
ャ
ン
マ
ー
（
一
次
）
⑭
台
湾
・
バ

シ
ー
海
峡
⑮
ミ
ャ
ン
マ
ー・イ
ン
ド（
二

次
）
⑯
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
⑰
フ
ィ
リ

ピ
ン
（
二
次
）
⑱
中
国
（
二
次
）

（
特
定
地
域
）

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
②
ビ
ス
マ
ー

ク
諸
島
③
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー

ト
諸
島

　

８
月
は
人
権
同
和
問
題
啓
発
強

調
月
間
で
す
。
県
で
は
、
こ
の
期
間

中
に
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
ス
ポ
ッ
ト
に

よ
る
啓
発
放
送
や
新
聞
広
告
、
人

権
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
の
開
催
な
ど
、

様
々
な
人
権
啓
発
活
動
を
集
中
的

に
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
同
和
問
題

を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の
虐

待
、
女
性
、
障
害
者
等
に
関
す
る
人

権
問
題
が
依
然
存
在
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
権
問
題
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
偏
見
や
差

別
の
な
い
社
会
の
実
現
に
向
け
て
努

力
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
皆
さ
ん
も
身
近

○
申
込
受
付
期
間

郵
送　

７
月
17
日
（
火
）
〜

　
　
　
　
　
　

７
月
26
日
（
木
）

○
第
１
次
試
験
日

　
　
　

９
月
16
日
（
日
）

　

採
用
試
験
の
内
容
が
変
わ
り
ま

し
た
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
受
験
案

内
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。（
裁
判

所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
載
中　

http://w
w
w
.courts.go.jp/

　

最

寄
り
の
裁
判
所
で
も
配
布
し
ま
す
）

○
問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
人
事
第
一
係
（
℡
0
9
9
―

8
0
8
―
3
7
0
7　

〒
8
9
2

―
8
5
0
1
鹿
児
島
市
山
下
町
13

―
47
）

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
で
は
、「
戦
没

者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

同
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大

戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し

た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を

行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と

友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
、参
加
費
と
し
て
９
万
円
。

日
程
の
詳
細
は
、（
財
）
日
本
遺
族

会
事
務
局

　

平
成
24
年
度
裁
判
所
職
員
採

用
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
試
験
）

の
実
施
に
つ
い
て

な
こ
と
か
ら
人
権
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
検
査
は
、
浄
化
槽
の
適
正
な

維
持
管
理
に
よ
る
環
境
保
全
を
目

的
に
実
施
す
る
も
の
で
、
知
事
が
指

定
し
た
検
査
機
関
で
あ
る
（
公
財
）

鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン
タ
ー
の
検

査
員
が
事
前
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
た

検
査
日
に
お
伺
い
し
、
現
場
で
の
検

査
と
浄
化
槽
の
放
流
水
を
採
水
し

持
ち
帰
っ
て
の
水
質
検
査
を
行
い
ま

す
。（
地
元
の
保
守
点
検
業
者
が
行

う
保
守
点
検
と
は
別
の
も

の
で
す
。）

　

毎
年
一
回
実
施
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
こ
の
検
査

は
、
十
一
人
槽
以
上
及
び

官
公
署
の
浄
化
槽
を
検
査

対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
十
七
年
度
か
ら
十
人

槽
以
下
の
家
庭
槽
も
検
査

対
象
と
な
り
ま
し
た
。
検

査
対
象
と
な
っ
た
浄
化
槽

（
設
置
年
度
ご
と
に
対
象

と
し
て
い
ま
す
）
に
つ
い
て

は
事
前
に
指
定
検
査
機
関

か
ら
日
程
通
知
が
あ
り
ま

す
の
で
必
ず
受
検
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

（
公
財
）
鹿
児
島
県
環
境
検
査
セ
ン

タ
ー

℡
０
９
９
―
２
９
６
―
９
０
０
０

【
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽
を
希
望

さ
れ
る
方
へ
】

　

本
町
で
は
公
共
下
水
道
や
農
業

集
落
排
水
と
と
も
に
生
活
雑
排
水

処
理
施
設
と
し
て
、
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
設
備
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
24
年
度
の
補
助
枠
に

ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望

さ
れ
る
方
は
役
場
水
環
境
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

℡
65
―
１
１
１
１
（
内
78
）

 　
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〞

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち

直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更

正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
地
域
社
会
を
築

こ
う
と
す
る
法
務
省
主
催
の
全
国
的

な
運
動
で
す
。

●
期
間

平
成
24
年
７
月
１
日
〜
31
日
ま
で

●
行
動
目
標

①
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の
立

ち
直
り
を
支
え
よ
う

②
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う
地

域
社
会
で
支
え
よ
う

③
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域
社

会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
協
力
し

よ
う

●
重
点
事
項

「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に
つ
い
て

の
理
解
促
進
」

「
就
労
・
住
居
等
の
生
活
基
盤
づ
く

り
に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進
」

　

犯
罪
の
な
い
、
明
る
い
地
域
を
私

た
ち
の
手
で
作
り
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

喜
界
町
保
護
司
会　
　
　

          

会
長　

重
野　

泰
介

　

〜
引
揚
者
並
び
に

　
　
　
　
　

ご
家
族
の
皆
様
へ
〜

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
地
か
ら

引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
々
か
ら
お

預
か
り
し
た
通
貨
や
証
券
類
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。
お
返
し
す
る
通
貨

等
は
次
の
も
の
で
す
。

１ 　

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の

税
関
・
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通

貨
・
証
券
な
ど

２ 　

外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総

領
事
館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど
に

預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
の
う
ち
、

そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

お
預
か
り
し
た
通
貨
等
の
半
数
以

上
は
返
還
の
お
申
し
込
み
が
な
く
、

現
在
も
税
関
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
返
還
に
つ
い

て
は
、
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、
ご
家

族
の
方
も
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、
お
気
軽

に
税
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
合
せ
先

長
崎
税
関
監
視
部
統
括
監
視
官

（
第
１
部
門
）

℡
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
0
1
2
0
―

8
2
8
―
6
8
0

〒
8
5
0
―
0
8
6
2

　
　

長
崎
市
出
島
町
１
番
36
号

長
崎
税
関
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
custom

s.go.jp/nagasaki

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽
定期検査 4,000円 6,000円

人
権
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

浄
化
槽
法
定
検
査
（
法
第
十
一

条
）
受
検
の
お
願
い

〜
「 

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
地
域
み
ん
な
の
運
動
〜

税
関
か
ら
の
お
し
ら
せ

　

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
参
加
募
集

12



暮らしの情報 インフォメーション
　

私
た
ち
の
現
代
社
会
は
、
デ
フ

レ
経
済
に
よ
る
不
況
、
少
子
高
齢

化
等
に
よ
っ
て
、
遺
産
相
続
を
め

ぐ
る
争
い
や
、
様
々
な
ト
ラ
ブ
ル

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
公
正
証
書

を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
紛
争
を
未
然
に
防
止
し
、
あ

な
た
の
財
産
や
権
利
を
守
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
公
証
人
役
場
で
は
、

次
の
よ
う
な
証
書
を
作
成
し
て
い

ま
す
。

１　

遺
言

　

 　

自
分
の
死
後
に
子
ど
も
た
ち

が
遺
産
相
続
で
も
め
な
い
よ
う

に
し
た
り
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
や
、
相
続
人
で
な
い
第
三
者

に
財
産
を
遺
贈
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
遺
言
で
指
定
し
た
遺

言
執
行
者
が
単
独
で
登
記
や
預

貯
金
の
払
戻
し
が
で
き
ま
す
。

２　

任
意
後
見
契
約

　

 　

将
来
、
認
知
症
や
脳
梗
塞
な

ど
の
傷
害
で
、
判
断
能
力
が
低

下
し
た
と
き
に
備
え
、
身
上
看

護
と
財
産
管
理
を
身
内
の
方
や

第
三
者
に
お
願
い
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

３　

各
種
契
約

　

 　

金
銭
の
貸
借
、
商
品
の
売
買
、

土
地
・
建
物
の
賃
貸
借
、
売
買

契
約
、
贈
与
契
約
、
離
婚
に
伴

う
子
ど
も
の
養
育
費
の
支
払
い

や
慰
謝
料
、
財
産
分
与
等
の
契

約
書
が
作
成
で
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
契
約
の
公
正
証
書
を
利

用
し
て
強
制
執
行
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

４ 　

会
社
や
法
人
の
定
款
（
て
い

か
ん
）
の
認
証

　

 　

会
社
や
法
人
を
設
立
す
る
に

は
、
会
社
や
法
人
の
基
本
的
な

事
項
を
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
定
款
と
言
い
ま
す

が
、
公
証
人
は
こ
れ
か
ら
定
款

の
内
容
を
審
査
し
、
認
証
し
て

い
ま
す
。

　
 

公
証
人
役
場
の
相
談
は
無
料
で

す
。
気
軽
に
電
話
、
又
は
お
越

し
く
だ
さ
い
。

（
問
合
せ
先
）
名
瀬
公
証
人
役
場

〒
８
９
４
―
０
０
２
５

奄
美
市
名
瀬
幸
町
12
番
22
号

℡
0
9
9
7
―
52
―
2
6
6
1

公証人による無料相談会の開催について
　日　時　７月18日（水）午後１時～午後４時
　　　　　７月19日（木）午前９時～午後零時
　場　所　喜界町役場　トレーニング室
　内　容　遺言、任意後見、会社・法人の定款、
　　　　　各種契約等について

　（問合せ先）名瀬公証人役場　0997-52-2661　

毎月５日をエコフライデーとし、電気・水・燃料などの省エネ活動やエコドライブに取り組んでいます。

「毎月５日はエコライフデー！」地球環境を守るかごしま県民運動推進会議

①使い古しの食用油等は水に流さないようにします
②洗剤・石鹸・シャンプーは適量を使います
③自然とふれあう際は必ずごみは持ち帰ります
④下水道への接続や合併浄化槽を設置します

環境にやさしい自然との付き合い方（海の環境保全）

７月の取組

　家庭の電気を消し、天の川を見ながら、地球環境の大切さを家族で考えてみましょう。

家庭でエコチャレンジ！！家庭でエコチャレンジ！！
　私たちの生活を見直し、二酸化炭素などの排出温室効果ガスを減らすため、ひとつ　私たちの生活を見直し、二酸化炭素などの排出温室効果ガスを減らすため、ひとつ

でもできることから始めてみませんか！でもできることから始めてみませんか！

地球環境を守るかごしま県民運動
役場住民課　℡65-1111　内線 33

１　電気、水、燃料の削減にチャレンジ！
　　・冷房は 28℃、暖房は 20℃を目安に設定します。
　　・コンセントからプラグをこまめに抜きます。
　　・蛇口はこまめに閉めます。
　　・買い物は近くであれば、自転車や徒歩を心がけます。
　　・洗濯はまとめてします。

２　ごみの減量化やリサイクルにチャレンジ！

　　・買い物はマイバッグ持参でします。
　　・簡易包装や詰め替えのできる商品を撰びます。
　　・エコマーク商品やグリーンマーク商品を購入使用します。

７月７日（七夕）は「クールアースデー」７月７日（七夕）は「クールアースデー」

【
遺
言
や
各
契
約
書
は
公
正
証

書
で
作
成
し
ま
し
ょ
う
】
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喜
界
島
の
方
言
を
残
そ
う
⑮
・
⑯

喜
界
島
方
言
調
査
団
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー

税務課からのお知らせ
『税で創る、あかるい未来』
　７月31日は、
　固定資産税・国民健康保険税第２
期の 納付期限です。納期内に納めま
しょう。

久
保
薗　

愛
（
九
州
大
学
大
学
院
）

　

青
い
青
い
海
、
空
を
舞
う
オ
オ

ゴ
マ
ダ
ラ
、
そ
び
え
立
つ
巨
大
な

ガ
ジ
ュ
マ
ル
。
自
然
豊
か
な
美
し

い
喜
界
島
に
初
め
て
私
達
が
訪
れ

た
の
は
、
一
昨
年
九
月
の
こ
と
で

し
た
。

　

私
達
は
日
本
語
の
歴
史
や
、
各

地
の
方
言
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

島
を
訪
れ
る
前
に
喜
界
島
の
言
葉

に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
読
み
、

「
鼻
」
を
「
パ
ナ
」
あ
る
い
は
「
フ
ァ

ナ
」
と
発
音
す
る
こ
と
な
ど
は
学

ん
で
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際

に
島
の
皆
さ
ん
が
そ
の
よ
う
に
お

話
す
る
の
を
耳
で
聞
き
、
新
鮮
な

驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。
古
い
日
本

語
が
方
言
と
し
て
今
も
こ
う
し
て

息
づ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

本
の
中
の
知
識
と
し
て
で
は
な

く
、
自
分
の
体
験
と
し
て
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、
大
き
な
感
動
を
覚

え
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
強
く
感
じ
た

の
は
、
皆
さ
ん
の
言
葉
に
対
す
る

関
心
と
あ
た
た
か
さ
で
す
。
こ
れ

ま
で
何
度
か
、
方
言
調
査
で
喜
界

島
以
外
の
地
域
に
お
邪
魔
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
場
合
、

皆
さ
ん
自
信
が
な
い
と
遠
慮
な

さ
っ
た
り
、
な
か
な
か
協
力
し
て

下
さ
る
方
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た

り
し
ま
す
。
喜
界
島
の
よ
う
に
、

こ
れ
ほ
ど
多
く
の
方
が
快
く
調
査

に
協
力
し
て
下
さ
る
こ
と
は
非
常

に
稀
で
す
。
し
か
も
伺
っ
た
全
て

の
地
区
で
私
達
を
歓
迎
し
て
下
さ

り
、
暑
い
中
、
根
気
強
く
熱
心
に

方
言
を
教
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

ご
自
身
の
言
葉
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
や
方
言
を
残
そ
う
と
す
る
意

識
、
そ
し
て
私
達
を
受
け
入
れ
て

下
さ
る
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
、
本

当
に
嬉
し
く
、
ま
た
有
り
難
く
思

い
ま
し
た
。

　

い
つ
か
ま
た
、
喜
界
島
に
お
邪

魔
し
ま
す
。
皆
さ
ん
に
再
会
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。

竹
田
晃
子
（
国
立
国
語
研
究
所
）

　

「
猫
」（
一
般
）
を
何
と
言
う
か
、

二
〇
一
〇
年
九
月
に
う
か
が
っ
た

と
き
、
グ
ル
ー
と
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
湾
な
ど
の
南
西
部
で

使
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　

猫
の
鳴
き
声
は
ニ
ャ
ー

ニ
ャ
ー
、
猫
が
喉
を
鳴
ら
す
音
と

猫
を
呼
び
寄
せ
る
と
き
の
言
葉
は

グ
ル
グ
ル
グ
ル
グ
ル
と
言
う
そ
う

で
す
。
ど
ち
ら
も
繰
り
返
し
語
形

で
す
が
、
グ
ル
グ
ル
…
は
、
猫
の

グ
ル
ー
と
関
係
が
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

岩
倉
市
郎
（
一
九
一
四
）『
喜
界

島
方
言
集
』
に
は
、「
ヂ
ル
ヂ
ル
（
じ

ろ
じ
ろ
。
目
を
動
か
し
て
凝
視
す

る
さ
ま
）」「
ミ
ー
ヂ
ル
ー
（
目
の

ぎ
ょ
ろ
ぎ
ょ
ろ
し
て
い
る
人
）」、

「
ヨ
ー
ガ
リ
ヨ
ー
ガ
リ
（
ひ
ょ
ろ

ひ
ょ
ろ
）」「
ヨ
ー
ガ
リ
ー
（
痩
せ

た
者
）」と
あ
り
ま
す
。
ど
う
や
ら
、

繰
り
返
し
語
形
を
一
回
だ
け
に
縮

め
て
、
語
末
を
長
く
発
音
す
る
と
、

「
～
の
よ
う
な
人
／
も
の
」
と
い
う

意
味
に
な
る
よ
う
で
す
。

　

グ
ル
グ
ル
…
の
繰
り
返
し
を
一

回
に
縮
め
て
、
語
末
を
長
く
発
音

す
る
と
、
グ
ル
ー
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
猫
を
表
す
グ
ル
ー
の
語
源

と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

　

そ
う
す
る
と
気
に
な
る
の
は
マ

ヤ
ー
（
猫
）
で
す
が
、
こ
れ
は
マ

ヤ
マ
ヤ
（
う
ろ
つ
く
）
か
ら
来
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

中
本
正
智
氏
の
論
文
に
よ
る
と
、

猫
の
鳴
き
声
を
表
す
古
い
擬
声

語
マ
ヤ
マ
ヤ
に
由
来
す
る
そ
う
で

す
。

　

マ
ヤ
ー
は
鼠
の
意
味
で
も
使
わ

れ
ま
す
。
本
物
の
鼠
を
う
っ
か
り

呼
び
出
し
て
し
ま
っ
て
は
困
る
の

で
、
天
敵
の
名
マ
ヤ
ー
で
呼
ぶ
、

と
い
う
発
想
で
す
。
物
陰
か
ら
覗

く
鼠
が
見
え
る
よ
う
で
す
。
生
活

の
知
恵
と
も
い
え
る
喜
界
町
の
文

化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、
本
当

に
幸
せ
な
調
査
で
し
た
。
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〈
ミ
ー
ニ
シ
会
〉

吾
が
庭
の
緑
の
風
に
舞
い
遊
ぶ

蝶
の
ワ
ル
ツ
は
吾
を
誘

い
ざ
なう

                

林
　
　

蓮
香

デ
イ
ケ
ア
の
往
来
新
緑
の
湾

わ
ん
と
う
ば
る

当
原

若
芽
の
キ
ビ
畑
豊
作
を
祈
る

                

有
村
　

道
子

丹
念
に
思
念
散
ら
し
て
降
る
雨
の

飛し
ぶ
き沫

の
果
て
に
ま
ろ
ぶ
玉
あ
り

                

平
尾
　

チ
ヨ

貴
婦
人
と
い
わ
れ
し
蝶
オ
オ
ゴ
マ
ダ
ラ

何
故
消
え
し
一
羽
も
見
え
ず

                

弥
島
　

幸
子

〈
萌
葉
会
〉

赤あ
か
あ
か

赤
と
い
ろ
濃
く
染
め
し
初
夏
の
苑

そ
の

さ
つ
き
我
が
庭
い
ま
盛
り
な
り

                

豊
島
　
　

瞳

入
院
時
朝
風
呂
に
入い

り
身
を
清
め

病
気
に
負
け
る
な
我
が
子
の
為
に

                

平
島
　

初
子

友
あ
り
て
紬
の
不
思
議
謎
解
か
ん

オ
ー
プ
ン
の
日
ま
で
東

と
う
ほ
ん
せ
い
そ
う

奔
西
走

                

井
澤
紀
美
子

高と
し齢

な
れ
ど
高と

し齢
と
お
も
へ
や
母
こ
と
づ

律り
ち
ぎ儀

姿
に
笑ゑ

み
こ
ぼ
れ
い
づ

                
前
田
喜
代
美

雨
あ
が
り
た
ち
こ
む
霧
の
も
ど
か
し
き

近
く
て
遠
い
奄
美
の
空
路

                

豊
島
　

文
子

苦
も
楽
も
精
い
っ
ぱ
い
に
生
き
ゆ
か
む

わ
が
人
生
に
リ
ハ
ー
サ
ル
な
し

                

美
代
　

イ
シ

ち
む
ぐ
る
さ
老
い
の
旅
立
ち
行
か
な
い
行
こ
う

親
子
の
涙
送
る
切
な
さ

                

安
田
　

初
枝

孫
の
守も

り
足
に
ず
っ
し
り
三
人
の

我
が
子
育
て
た
亡
き
義
母
思
う

              

高
田
　

エ
ツ
ミ

喜界町の推計人口
（平成24年 6月１日現在）

世帯数   ・・・・ 3,554戸 （0）

人 口   ・・・・ 7,841人 （1）

男   ・・・・ 3,798人 （△ 4）

女   ・・・・ 4,043人 （5）

（　）は前月比

住

所

赤

連

島

中

湾

鹿

児

島

　

氏　

名　

中
山　

広
大

松
野　

三
恵
子

太
田　

兼
治

安
田　

朋
美

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

戸
籍
の
窓

　

６
月
号
７
ｐ
の
左
上
段
写
真
「
表

彰
を
受
け
た
前・

・田
さ
ん
」
は
、
正
し

く
は
「
表
彰
を
受
け
た
東・

・目
さ
ん
」

で
す
。

お
詫
び
し
て
、
訂
正
し
ま
す
。

ご
め
い
福
を
お
祈
り
し
ま
す

氏　
　

名

英　

友
一
郎

小
前　

憲
二

牧
野
コ
ト
エ

吉
岡　

磯
雄

嶺
倉　

祝
子

年
齢

96
才

65
才

85
才

82
才

84
才

住

所

坂　

嶺

中　

里

赤　

連

小
野
津

手
久
津
久

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

社
協
だ
よ
り

思　

コ
ズ
エ

菊
地　

フ
ミ

小
前　

福
江

鮫
島
千
鶴
子

英　

オ
メ
ノ

盛　

ス

ミ

勝
田　

隆
重

吉
岡　

照
彦

嶺

倉　

昭

佐
手
久

荒　

木

中　

里

赤　

連

坂　

嶺

上
嘉
鉄

小
野
津

埼
玉
県

手
久
津
久

（
小
野
津
出
身
）

加
藤　

末
昭
（
千
葉
県
在
住
）

■
寄
付
金
（
敬
称
略
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

氏　
　

名

濱
上　

健け
ん
せ
い晴

池
田　

晴に

こ虹

槇　
　

健け
ん
と翔

榊　
　

結ゆ

い衣

安
樂　

杏あ
ん
じ
ゅ純

大

那な

な

こ
菜
子

松
田　

唯い
ぶ
き希

保
護
者

・
栄
治
・

・
良
樹
・

・
正
人
・

・
良
太
・

・
彰
伍
・

・
利
数
・

・
則
昭
・

住　

所

赤　

連

　

湾
中　

里

　

湾
赤　

連

赤　

連

赤　

連

界
田　

國
照

泰　
　
　

英

住
友　

ト
ヨ

椿　

修
一
郎

文
園　

茂
志

93
才

78
才

93
才

75
才

87
才

赤　

連

小
野
津

上
嘉
鉄

赤　

連

早　

町

＊＊＊おおきくなあれ＊＊＊
嶺山　ソノ子さん

（大正15年生・87歳・佐手久）

　ダジャレが大好きで人を笑わせること

がすきな長男の稜喜。優しくて弟想いな

二男の滉貴。ししいぼうの三男の誉貴。

ケンカすることもあるけれど、いつも仲良

く遊んでいる三人を見ると癒やされます。

これからも元気に育ってね。（両親より）

 ニコニコ笑顔の結菜に、いつも元

気をもらっています。パパ、ママ、

お姉ちゃん、お兄ちゃんとこれから

もたくさん笑おうね。いっぱい遊ん

で、いっぱい食べて、すくすく元気

に育ってね。（両親より）

　今も現役で民謡を唄うソノ子さん。豊
年祭では十数曲、約１時間唄い続けます。
　民謡はよく唄っていた母の影響。今も
唄う前には声がでるか心配になるそうで
すが、唄えることがとても楽しみだそうで
す。奄美の唄者、築地さん、坪山さん
など島内外の多くの民謡仲間と親交があ
り、民謡談義が楽しいと語ってくれました。

まだわあさんど

西岡　稜
いずき

貴くん（10歳）（右）
　　　滉

こうき

貴くん（9歳）（左）
　　　誉

よしき

貴くん（２歳）（中）（早町）
父　隆博さん　母　美和さん

西岡　稜
いずき

貴くん（10歳）（右）
　　　滉

こうき

貴くん（9歳）（左）
　　　誉

よしき

貴くん（２歳）（中）（早町）
父　隆博さん　母　美和さん

勝岡　結
ゆ な

菜ちゃん
（１歳・小野津）
父　大喜さん　母　郁恵さん
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喜
界
島
の
代
官
所
が
大
島
代
官
所
か

ら
分
離
し
て
置
か
れ
た
の
が
元
禄
六
年
、

そ
の
翌
年
に
は
早
速
八
幡
宮
の
建
立
が

計
ら
れ
た
。
他
島
と
比
べ
て
も
代
官
所

の
設
置
は
早
く
、
京
都
か
ら
勧
請
と
い

う
八
幡
社
は
喜
界
島
だ
け
で
あ
る
。

　

建
立
の
５
年
後
、
元
禄
十
五
年

（
１
７
０
２
年
）
徳
川
幕
府
５
代
将
軍

綱
吉
に
献
上
さ
れ
た
「
元
禄
國
絵
図
」

に
描
か
れ
た
鬼
界
島
の
真
中
に
、
早
く

も
「
八
幡
宮
」
と
記
さ
れ
た
そ
の
傍
の

山
に
は
「
オ
ガ
ミ
山
（
拝
み
山
）」
と

島
古
来
の
拝
所
も
記
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
よ
う
に
薩
摩
支
配
の
早
い
時
期
の
八

幡
宮
の
大
人
征
服
の
昔
話
に
隠
さ
れ
た
、

隼
人
征
伐
と
い
う
偉
人
支
配
の
思
考
が

考
え
ら
れ
る
。

　

鬼
界
島
と
い
う
表
記
に
意
味
さ
れ

た
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
理
解

と
な
る
冥
途
に
続
く
鬼
の
棲
む
島
と
い

う
異
域
に
対
し
、
大
和
の
神
に
よ
る
調

伏
の
意
味
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。
島
の
民
俗
に
よ
れ
ば
、字
名
の
城
久

（
グ
ス
ク
）
は
ノ
ロ
の
祭
事
を
行
う
石

垣
で
囲
っ
た
地
に
由
来
す
る
と
い
う
。

シ
マ
の
神
社
を
見
て
あ
る
記　

第
二
回

シ
マ
の
神
社
を
見
て
あ
る
記　

第
四
回

鹿
児
島
神
社
（
城
久
）

鹿
児
島
神
社
（
城
久
）

 

神
社
デ
ー
タ

日 曜日 内　　容 場　　所 時　　間

16 月

17 火 ２歳・２歳児半歯科健診 旧すこやかセンター 13:15 ～ 13:45

18 水

19 木 予防接種 旧すこやかセンター 14:00 ～ 15:00

20 金

農業委員会定例総会 役場会議室 15:00 ～

ブックスタート（第 2回） すこやかセンター 13:30 ～

１歳児歯科相談 旧すこやかセンター 13:00 ～ 13:45

21 土

お話し会（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ映画）

図書館2階 14:00 ～ 14:45

7 月 21 日～ 8 月 31 日
まで開館時間変更
午前 9:30 ～午後 6:30
まで

図書館

22 日

23 月
千丁祝（さとうきび品評
会表彰式）

湾公民館

24 火

25 水

26 木 厚生連健診 役場コミュニティー 7:00 ～ 9:00

27 金

図書館休館日

第21回読書指導者研修会 公民館ホール 9:00 ～ 16:30

第 39回大島地区スポー
ツ少年団競技別交歓大
会【相撲競技】

町相撲場 9:00 ～

厚生連健診 役場コミュニティー 7:00 ～ 9:00

28 土

お話し会（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ映画）

図書館2階 14:00 ～ 14:45

厚生連健診 役場コミュニティー 7:00 ～ 9:00

29 日 厚生連健診 役場コミュニティー 7:00 ～ 9:00

30 月 厚生連健診 役場コミュニティー 7:00 ～ 9:00

31 火 厚生連健診 役場コミュニティー 7:00 ～ 9:00

日 曜日 内　　容 場　　所 時　　間

1 水
３歳児健診民生児童員定
例会

旧すこやかセンター
老人福祉センター

13:15
13:45

～
～

13:30
終次第

2 木 予防接種 旧すこやかセンター 14:45 ～ 16:00

3 金
第 31 回喜界町夏祭り

（神事）
16:00 ～

4 土

お話し会（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ映画）

図書館2階 14:00 ～ 14:45

第 31回喜界町夏祭り 湾・赤連商店街 12:00 ～ 22:00

5 日 第 31回喜界町夏祭り スギラビーチ他 12:00 ～ 21:30

6 月 さとうきび品評会表彰式 中里神社

7 火 精神デイケア 10:00 ～ 15:00

8 水
母牛登録検査 セリ市場

喜界町リーダー育成サ
マーキャンプ（～ 10日）

自然休養村管理セン
ター

9:00 ～

9 木

10 金 体操教室 役場コミュニティー 19:00 ～ 20:30

11 土

お話し会（読み聞かせ・
紙芝居・ミニ映画）

図書館2階 14:00 ～ 14:45

体操教室 役場コミュニティー 9:30 ～ 11:00

12 日

13 月

14 火

15 水

（平成24年7月16日～8月15日迄）

く ら し の ーカ レ ン ダ

７月７月 ８月８月

御
祭
神

　

天
津
日
高
彦
穂
穂
手
見
命

御
利
益
・
霊
力

　
「
海
上
安
全
・
大
漁
達
成
」

御
神
格

　
「
漁
業
の
神
」「
武
の
神
」

創
設

　

 

元
禄
十
年
三
月
（
１
６
９
７
年
）。
島

内
の
宗
廟
と
し
て
創
建
さ
れ
、
八
幡
宮

と
称
し
て
い
た
。
明
治
に
な
り
鹿
児
島

神
社
と
改
称
さ
れ
た
。

鳥
居

　
 

２
基
有
り
（
公
民
館
側
・
ト
ゥ
ヌ
ム
ト
ゥ

公
園
側
）
と
も
に
神
明
系
。

例
祭
日

　

旧
暦
九
月
十
五
日

参
考
資
料

　

 

喜
界
町
誌
、
喜
界
島
の
伝
説
・
昔
話
、

鹿
児
島
県
神
社
庁
Ｈ
Ｐ
、
日
本
の
神

社
・
神
様
に
関
す
る
事
典
等

【
監
修
】
喜
界
島
神
社
研
究
会

　
　
　
　

会
長　

上
園
田　

健

○毎週月曜日は図書館休館日です。
※ 行事は変更になる場合があります。ご了承ください。
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